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議
長
就
任
あ
い
さ
つ

山
　
口
　
義
　
文

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

簑
　
原
　
　
　
忍

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
15
日
執
行
で
行
わ
れ
た
神
埼
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て

無
投
票
で
新
た
に
20
人
の
議
員
が
当
選
し
、
４
月
26
日
の
臨
時
議
会
に

お
い
て
私
を
議
長
に
選
任
し
て
頂
き
ま
し
た
。
元
来
、
浅
学
非
才
で
あ

り
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭

に
、
子
育
て
・
教
育
の
支
援
、
福
祉
の
充
実
な
ど
「
幸
せ
つ
な
ご
う　

か
ん
ざ
き
」
の
実
現
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

一
方
、
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
声

を
聴
き
、
そ
の
期
待
に
十
分
応
え
る
べ
く
、
執
行
部
と
と
も
に
鋭
意
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
改
選
前
の
議
会
か
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
議
会
改
革
を
更
に
推
し
進
め
、
全
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
市

民
に
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
議
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
て
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の

ご
支
援
を
頂
き
、
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
の
２
年
間

に
お
き
ま
し
て
は
「
一
念
」（
一
筋
に
そ
の
事
を
思
い
信
念
を
も
っ
て
事

を
成
し
遂
げ
る
）
の
も
と
職
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
て
、
神
埼

市
に
お
い
て
は
大
型
事
業
が
目
白
押
し
で
、
大
詰
め
の
時
期
に
差
し
掛

か
っ
て
お
り
ま
す
。
新
庁
舎
平
成
32
年
３
月
完
成
、
同
５
月
供
用
開
始
。

脊
振
町
複
合
施
設
平
成
32
年
９
月
完
成
、
同
10
月
供
用
開
始
。
神
埼
市
・

吉
野
ヶ
里
町
葬
祭
場
（
仮
称
）
平
成
32
年
３
月
完
成
、同
10
月
供
用
開
始
。

以
上
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
予
定
の
中
で
、
議
会
の
中
で
も
議
長
と
足
並
み

を
揃
え
て
障
害
な
く
前
に
進
む
べ
く
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
今
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
は
無
投
票
の
結
果
に
な
り
、
今
後

の
定
数
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
大
き
な
宿
題
を
頂
い
た
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
新
し
く
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会
（
委
員
長
簑
原
）

が
発
足
し
、
そ
こ
で
議
論
を
行
い
、
早
い
時
期
に
皆
様
へ
定
数
の
ご
報

告
が
で
き
る
よ
う
に
議
論
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
、
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
神
埼
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
さ
れ
る
よ
う
、
議

会
の
中
で
も
議
論
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
忌
憚
の
な
い
意
見
を
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
後
共
市
民
の
皆
様
の
為
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

宜
し
く
ご
指
導
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。
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委
員
長

　

西
原　

正
剛

副
委
員
長

　

永
沼　
　

彰

副
委
員
長

　

野
口　

英
樹

委
員
長

　

中
野　
　

均

副
委
員
長

　

佐
藤　

知
美

委
員
長

　

野
副　

昭

文 教 厚 生 常 任 委 員 会

総 務 常 任 委 員 会

産 業 建 設 常 任 委 員 会

山本　千佳

服巻　玉美

吉田　　守

宮島　　清

宮地　　明

白石　昌利

簑原　　忍

原口ひさよ

田原　和幸

山口　義文

木原　憲治

福田　淸道

松本　軍二

総務企画部、市民福祉部（税務課）、会計課、監査委員、選挙管理
委員会に関する事項の調査及び審査

市民福祉部（税務課を除く）、教育委員会に関する事項の調査及び
審査

産業建設部及び農業委員会に関する事項の調査及び審査

　江　　護
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組合名 議　員

佐賀中部広域連合
（２人）

白石　昌利 原口ひさよ

佐賀県後期高齢者
医療広域連合（１人）

宮島　　清

神埼市・吉野ヶ里町
葬祭組合　　　（４人）

西原　正剛 田原　和幸 山口　義文
松本　軍二
（監査員）

佐賀県東部環境
施設組合　　　（３人）

中野　　均 山口　義文 永沼　　彰

　一部事務組合とは、複数の地方公共団体等が、行政サービスの一部を共同で行う

ことを目的として設置する組織です。一部事務組合には議会が設置されており、市

議会ではそれぞれの組合議会に議員を派遣しています。

※特別委員会等（常任委員会除く）

※一部事務組合議会議員（神埼市議会選出）

委員会名 委員長 副委員長 委　員

議会運営委員会
（６人） 木原　憲治 福田　淸道

原口ひさよ 田原　和幸

永沼　　彰 　江　　護

議会広報編集
特別委員会　  （６人） 松本　軍二 野口　英樹

山本　千佳 服巻　玉美

吉田　　守 宮地　　明

予算特別委員会
（19 人） 佐藤　知美 宮地　　明 議長除く全議員（17 人）

議会改革検討
特別委員会　  （20 人） 簑原　　忍 野副　 昭 全議員（18 人）

神埼市まちづくり
特別委員会　  （20 人） 田原　和幸 山本　千佳 全議員（18 人）
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平成30年４月第２回臨時会

議案第23号（全員賛成）
平成29年度神埼市一般会計補正予算（第８号）

議案第25号（全員賛成）
神埼市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

議案第26号（全員賛成）
神埼市教育長の任命について

専決処分の承認を求めることについて

Q
今回の補正によって、財政状況がどのように改善され、また、今後の財政の見通しがつく

のか。

A

今回の補正予算では、特別交付税確定に伴い約１億２千万円を増額し、これと併せて、財
政調整基金からの一般会計への繰入金を減額補正した。
平成 28 年度決算においては、一般財源基金の残高合計が地方交付税措置を差し引いた市
債残高より上回っており、この結果を踏まえて、今後の事業計画、財政計画を進めている。

Q 国保税額はどの程度で推移しているのか。

A

世帯主にのみ所得が 130 万円あるものとして回答いたします。
40 歳未満または 65 歳以上の単身世帯の国保税額は 186,300 円、夫婦２人世帯の国保税額
は 196,300 円（２割軽減あり）です。
40 歳以上 65 歳未満の単身世帯の国保税額は 222,400 円、夫婦２人世帯の国保税額は
237,000 円（２割軽減あり）です。
なお、40 歳未満または 65 歳以上の方については、介護分の負担はありません。

Q 市長は、末次教育長にどのような期待をしているのか。

A 学力向上・人格形成等総合的に判断し、教育長としてお願いし、期待している。
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平成30年度一般会計（補正第１号）
９億1,401万３千円を追加し、

総額151億8,601万３千円となる

　平成 30年６月定例会は、６月８日～ 26日までの 19日間開催され、一般

質問には14人が登壇し、神埼市政全般について質疑を行いました。

　一般会計補正予算の主な歳出では、農業基盤整備促進事業、保育所等施設整

備事業など、９億 1,401 万３千円が追加され、総額 151億 8,601 万３千円

となりました。

６月定例会

主　な　事　業 補正額（千円） 事　業　の　内　容

農業基盤整備促進
事業

169,900

農業者が行う経営規模の拡大や農作物の高付加価値化・品質向
上等の取り組みに対応するため、農業生産基盤の強化を図る
①用排水路整備事業　Ｌ＝1,450m
②農作業道舗装事業　Ｌ＝3,700m

保育所等施設整備
事業

46,730
学校法人洗心学園が行う「子どもの家保育園」の施設の改築事
業に対して、国庫補助を受け補助金を交付する
・設置者　神埼市千代田町嘉納597番地　学校法人洗心学園

認定こども園施設
整備事業

36,807
学校法人洗心学園が行う認定こども園「大立寺幼稚園」の施設
の改築事業に対して、国庫補助を受け補助金を交付する
・設置者　神埼市千代田町嘉納597番地　学校法人洗心学園

緊急通報体制整備
事業

34,507

現在、当該機種については生産中止となっており、修理、保守
対応についても平成 31年５月末までとされている。併せて緊
急通報システムの管理体制が、神埼消防署から佐賀広域消防局本
部へ移行し緊急対応を行うこととなるため、平成30年度中に新
たな通報体制を整備し、引き続き高齢者の安心・安全を確保する
・平成30年３月末現在の設置数：320基（神埼町198基、千
代田町91基、脊振町31基）
・取替予定期間：平成30年 10月頃～平成31年３月 31日

行政区看板改修事
業

20,000

市内133箇所に設置している行政区看板の表示板の取り替えを行う
・設置箇所数：神埼町61箇所、千代田町49箇所、脊振町23箇所
・看板の仕様：表示板（400mm×920mm）：132箇所、（650mm
× 920mm）：１箇所

■主な補正

補　正　予　算
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これが聞きたい！
保育所等施設整備事業　46,730千円

（事業の目的）
　子どもを安心して育てることができるような体制整備を図るため、保育施設の創設、老朽改
築等施設整備費の支援を行い、待機児童の解消に寄与する。

Q ①施設整備に伴う、排水対策はどうするのか。
②今後、少子化の影響による園児の減少に対して園の運営見通しはどうか。

A

①こども園の造成に伴う、擁壁の立ち
上げにより歩道に水が溜まる可能性
があるが、そのことについては基本的
に設置者が解決すべきことと思う。
②現在のところ園児数、定数は近隣の
園ともに保たれている。子どもの取り
合いはないと思われる。

防災行政無線整備事業　2,995千円
（事業の目的）
　現在、２局で運用している防災行政無線移動系無線のスプリアス規格の変更に伴い、使用が
できなくなることから、市内移動系無線を全面整備し、災害時等における通信手段の確保を行う。

Q ①今まで２局で運用していたが、今後１局で市内全域をカバーできるのか。
②スプリアス規格の変更とは、どのようなものか。

A

①今まで神埼町と千代田町で１局、脊振町
で１局の計２局で運用していたが、今回の
整備により脊振町から千代田町まで１局で
運用できるようになる。
②スプリアスとは目的外の電波のことであ
り、規格の変更に伴いこれまで使っていた
無線機の電波が使えなくなる。

建設予定地（千代田町境原）

車載用無線機
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王仁博士顕彰公園開園セレモニー事業　10,163千円
（事業の目的）
　王仁博士顕彰公園の完成及び開園を祝う開園セレモニーを開催し、国内外へ発信することに
より、同公園の誘客と地域の活性化を図り、新たな観光拠点づくりを行う。

Q ①歓迎レセプションの会場はどこを予定しているのか。
②要求額より少ない予算で開催できないのか。

A

①歓迎レセプションは、現在、神埼市中央
公民館を予定している。
②今回は市内外、韓国からも来ていただい
て公園をＰＲするという事を考え、きちん
とした式典を行いたい。ポスターやチラシ
作成等の経費も含まれているので、決して
贅沢な経費ではないと思っている。

脊振町複合施設建設事業　20,557千円
（事業の目的）
　脊振庁舎が老朽化・狭隘化の問題があることから、住民の利便性を考慮し、生活拠点の核及
び交流の場となるような複合施設の建設に向けた取り組みを行う。

Q
①周辺に住宅等があるが、工事の関係で井戸水に影響が出るのではないかと思われること
から調査が必要ではないか。
②複合施設の基礎は、どのように計画しているのか。

A

①今回、支所を解体するため、井戸水を使
用されている方や工事工程の影響を考慮し、
調査を行う。
②図面によると脊振支所は基礎杭は打たれ
ていない。地表から５m 位で岩盤にあたる
ことから複合施設建設にあたっては直接基
礎で建設を進める計画である。

王仁博士顕彰公園　千字文碑

１Ｆ　平面図
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友好姉妹都市国際交流事業　5,601千円
（事業の目的）
　フランス共和国ボークール市との文化・経済の交流を通じ、更なる両市の相互理解を深め、
親善による両国の平和と地域の振興を図る。

Q
①事業目的に文化・経済の交流とあるが、経済の交流としては具体的にどのようなことを
行っているか。
②ボークール市を訪問したことによる効果と課題はどのようなものか。

A

①農産物などの経済交流についても提案を
行いましたが、課題も多く、現在は交流ま
でに至っていない状況である。
②訪問した次の年が、友好姉妹都市提携 20
周年及びジャピー救出 80 周年であるため、
開催について協力をお願いし、ボークール市
より代表団を迎えた。また、学校間の交流に
ついて、手紙や作品等の交換による交流を提
案し、現在学校間の交流を行っている。

肥前さが幕末維新博関連「神埼の日」開催事業　900千円
（事業の目的）
　肥前さが幕末維新博覧会開催中の９月 23 日（日）に「神埼の日」を設け、博覧会来場者に
向け神埼市のＰＲを行うことで、神埼市への興味を醸成し、神埼市への来訪増進を図る。

Q ①取組内容にある「神埼維新博」の内容は。
②人物だけではなく、時代背景を踏まえた取り組みができるか。

A

①幕末維新記念館の特設ステージにおいて、
開会式典を行った後、神埼市等が作成した
ＰＲ映像による市の紹介、伝統芸能や地域
活動団体などの紹介、神埼市の特産品の販
売・試食・試飲等を行う。
②維新博だけではなく九年庵、王仁博士顕
彰公園、市民交流祭等のＰＲを行うことで
神埼市への誘客を図る。
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Q 個人所得税の見直しについて、給与所得控除の 10万円引き下げは、労働者にとって増税
に繋がるのではないか。

A
今回の改正で給与収入であれば 850 万円を超えない方に影響はありません。年金収入につ
いては 1,000 万円、年金所得者で年金以外の収入が 1,000 万円以上の方だけに影響があり
ます。給与・年金控除の 10 万円引き下げに併せて基礎控除を 10 万円引き上げており、一
般労働者への影響はあまりありません。

Q この取り組みは、県内の全自治体で行うのか。

A 平成 30 年度の実施予定市町は、20 市町のうち、14 市町となっています。

Q 市外の病院でも受診できるようにするのか。

A

平成 30 年度に受診できる診療所は、神埼市
内の８診療所です。佐賀県では、広域化に
向けた計画をもっているので、今後は、県
内の他市町でも受診できるようになると考
えます。

Q 入場料は取らないのか。

A 入場料は取らない。

Q 駐車場は県の施設を利用するとのことだが、
利用時間等の調整は行っているのか。

A
県所有の吉野ヶ里メガソーラーの駐車場を
使用させていただくようになっている。時間
についても閉館の 18 時まで配慮すると言っ
ていただいている。

各常任委員会のＱ＆Ａ
総務常任委員会

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

市民福祉部

市民福祉部

産業建設部

《議案第32号》（全員賛成）
神埼市税条例等の一部改正について

《議案第33号》（全員賛成）
神埼市がん検診等実施に関する費用負担金徴収条例の一部改正について

《議案第35号》（全員賛成）
王仁博士顕彰公園条例の制定について

神埼市の場合
胃がん
検診

胃部エックス
線検査 集団検診 500円

胃内視鏡検査 個別検診 4,000円
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議案第39号　平成30年度神埼市一般会計補正予算（第１号）について

賛否があった議案を紹介します。

江　
　

護

○

佐
藤　

知
美

○

福
田　

淸
道

○

永
沼　
　

彰

○

松
本　

軍
二

○

木
原　

憲
治

○

田
原　

和
幸

○

原
口
ひ
さ
よ

○

白
石　

昌
利

×

野
副　

昭

○

野
口　

英
樹

×

宮
島　
　

清

○

中
野　
　

均

×

宮
地　
　

明

○

西
原　

正
剛

○

吉
田　
　

守

×

服
巻　

玉
美

○

山
本　

千
佳

×

簑
原　
　

忍

○

山
口　

義
文

果結決議

可決

号番案議

議案第39号

　
　１点目は、王仁博士顕彰公園整備工事が行われていますが、市民の中には顕彰公園の場所が
どこにあるのか知らない方が多い。また、顕彰公園整備事業（多目的交流館・情報交流館・百
済門・千字文碑など）に全体事業費約４億円程度（百済門のお礼として、神埼市が建設する王
仁門建設費含む）掛かるが、そのような多額の費用を掛けるなら、神埼市はもっと最優先して
取り組む施策があると指摘します。そのような中において、一般会計補正予算（第１号）で計
上されている「王仁博士顕彰公園開園セレモニー事業」に補正額として1,016万３千円計上され
ているが、私はたった１回の開園式典に多額の費用を使用すべきではない、もっと節約すべき
と考え、そのような無駄遣いには反対します。市民の要望などに対応するのが最優先と思います。
　２点目は、友好姉妹都市国際交流事業（フランス共和国ボークール市）の訪問事業ですが、
訪問の目的、内容などについて詳細な計画、事前協議がなされていない。また、訪問費用とし
て１人当たりの旅費が約91万円（旅費費用総額546万４千円）と高額な費用であり、訪問内容、
訪問人数の見直し、財源充当として、過疎地域自立促進特別事業基金繰入金を使うのであれば、
訪問予定者の選考についても検討すべきと指摘して、この２つの事業に対し反対します。

〈議案に対する反対討論〉　中野　均　議員

神埼市民の願いを意見書にして国に届ける

　学校現場における課題が複雑化・困難化する中で子どもたちのゆたかな学びを実現する
ためには、教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが不可欠です。また、明日の
日本を担う子どもたちを育む学校現場において、教職員が人間らしい働き方ができるため
の長時間労働是正が必要であり、そのための教職員定数改善は欠かせません。
　義務教育費国庫負担制度については、厳しい財政状況の中、国庫負担率が２分の１から
３分の１に引き下げられました。独自財源により人的措置を行っている自治体もあります
が、地方自治体の財政を圧迫していることや自治体間の教育格差が生じることは大きな問
題です。国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住ん
でいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子どもの学び
を保障するための条件整備は不可欠です。

記
１．計画的な教職員定数改善を推進すること。
２．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度を堅持し、

国の負担割合を２分の１に復元すること。

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書

〈意見書第１号〉
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一般質問

　

一 般 質 問
議
員　

学
校
給
食
共
同
調
理

場
で
は
、
小
・
中
学
校
10
校

に
対
し
何
食
分
作
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
か
か
わ
る
職

員
数
は
。

江
頭
調
理
場
長　

一
日
３
０

給
食
費
無
料
化
に
つ
い
て
の
考
え
は

ト
ー
タ
ル
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
考
え
検
討
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る

答

０
０
食
作
ら
れ
32
名
の
職
員

に
て
調
理
に
当
た
っ
て
い
る
。

議
員　

脊
振
町
・
千
代
田
町
・

神
埼
町
内
の
学
校
へ
の
配
送

に
あ
た
り
、
特
に
脊
振
地
区

の
災
害
時
・
積
雪
時
に
対
し
て

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か
。

調
理
場
長　

平
成
28
年
脊
振

小
・
中
学
校
の
統
合
時
に
神

埼
市
学
校
給
食
配
送
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
。

議
員　

県
下
で
も
、
神
埼
市

は
教
育
関
係
の
施
設
・
設
備
・

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
。
地
域
住

民
が
積
極
的
に
関
わ
り
を
持

と
う
と
い
う
気
持
ち
が
大
事

で
あ
る
。

議
員　

神
埼
市
に
は
、
い
つ

で
も
誰
で
も
気
軽
に
行
け
る

場
所
が
な
く
、
子
育
て
中
の

親
と
子
が
他
の
市
町
の
児
童

館
等
を
利
用
し
て
い
る
現
状

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

他
の
方
は
ど
う
さ
れ

て
い
る
の
か
関
心
が
あ
る
。

全
て
の
皆
さ
ん
が
そ
う
だ
と

し
た
ら
何
か
し
な
い
と
い
け

議
員　

隣
接
地
域
に
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
職
員
が
常
駐
し
た

異
世
代
の
人
が
交
流
で
き
る

場
が
あ
る
。
神
埼
市
に
建
設

さ
れ
る
新
庁
舎
や
脊
振
町
複

合
施
設
の
運
営
は
、
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
の
か
。ま
た
、

そ
の
よ
う
な
場
を
設
け
て
は

ど
う
か
。

中
島
庁
舎
整
備
課
長　

新
庁

舎
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報

の
管
理
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
の
観
点
か
ら
難
し
い
。
脊

振
町
複
合
施
設
の
一
部
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
者
方
式

で
の
運
営
を
検
討
し
て
い
た

が
、
組
織
が
地
域
に
な
か
っ

た
た
め
直
営
方
式
を
考
え
て

い
る
。

市
長　

行
政
が
そ
の
よ
う
な

場
を
作
っ
た
か
ら
と
い
っ

異
世
代
交
流
の
居
場
所
づ
く
り

少
し
ず
つ
声
を
拝
聴
し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い

答

な
い
か
も
し
れ
な
い
。

環
境
は
上
位
に
あ
る
と
自
負

す
る
が
、
今
後
給
食
費
も
無

料
化
を
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

ト
ー
タ
ル
バ
ラ
ン
ス

の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
と

思
う
。
庁
内
で
検
討
す
る
よ

う
に
指
示
し
て
い
る
。

　

時
期
に
つ
い
て
は
、
い
つ

か
ら
と
は
言
え
な
い
が
、
新

年
度
か
ら
で
も
や
れ
れ
ば
と

い
う
期
待
を
も
っ
て
い
る
。

吉野ヶ里“Neue（ノイエ）”の様子

共同調理場の様子

仁
比
山
高
速

バ
ス
停
駐
車
場

文
化
施
設

（
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
）

西原　正剛 議員

山本　千佳 議員

議
員　

仁
比
山
高
速
バ
ス
停

駐
車
場
が
い
つ
も
満
車
で
止

め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
路
上

駐
車
の
車
も
時
々
見
受
け

る
。
今
後
増
設
は
考
え
な
い

の
か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

現
在

17
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
は
あ
る

が
、
通
勤
・
通
学
だ
け
で
は

な
く
今
後
は
、
観
光
資
源
利

用
も
含
め
、
地
元
の
方
々
の

理
解
協
力
も
含
め
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

利
用
時
の
料
金
設
定

に
つ
い
て
。

松
永
社
会
教
育
課
長　

利
用

者
の
利
便
性
を
考
慮
し
た
上

で
、
運
営
面
に
つ
い
て
見
直

し
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
係
に
つ
い
て
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一般質問

そ
の
他
の
質
問

・
公
営
住
宅
団
地
の
現
状

・「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
意

義
や
納
税
制
度

・「
王
仁
博
士
顕
彰
公
園
」

完
成
後
の
維
持
管
理
費

議
員　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
は

多
く
の
効
果
が
期
待
で
き

る
半
面
、
長
時
間
に
わ
た
る

練
習
は
学
習
や
健
康
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
言

わ
れ
る
が
、
学
校
保
健
室
か

ら
市
へ
報
告
は
さ
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

松
永
社
会
教
育
課
長　

社
会

体
育
は
課
外
活
動
で
あ
り
、

学
校
現
場
か
ら
の
児
童
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
係
る
報
告
、

ま
た
把
握
に
つ
い
て
は
極
め

て
困
難
な
状
態
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
等
に
留
意
し
た
社
会
体
育
活
動
の
取
り
組
み
を
伺
う

過
度
な
活
動
に
な
ら
な
い
よ
う
周
知
啓
発
に
努
め
る

答

校
に
お
い
て
は
サ
ッ
カ
ー
部

が
な
い
。
以
前
に
千
代
田
中

学
校
で
、
保
護
者
か
ら
サ
ッ

カ
ー
部
の
復
活
に
関
し
て
嘆

願
書
が
学
校
に
提
出
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
後
の
対
応
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
伺

う
。

髙
尾
学
校
教
育
課
長　

平
成

24
年
に
保
護
者
か
ら
学
校
長

に
対
し
て
サ
ッ
カ
ー
部
創
設

に
関
す
る
嘆
願
書
が
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
協
議

を
行
い
、
新
設
に
つ
い
て
は

厳
し
い
と
の
回
答
を
行
い
、

そ
の
後
も
嘆
願
書
を
提
出
さ

れ
た
保
護
者
会
と
の
話
し
合

い
も
継
続
し
て
行
い
ま
し
た
。

引
率
の
顧
問
を
付
け
、
千
代

田
中
学
校
の
代
表
で
の
中
体

連
出
場
を
認
め
、
校
内
で
の

練
習
や
練
習
用
具
の
保
管
に

関
し
て
は
、
確
認
書
を
交
わ

し
対
応
し
て
い
ま
す
。

教
育
長　

嘆
願
書
は
１
１
５

１
名
の
方
の
嘆
願
書
が
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
願
っ
て

い
る
。

議
員　

在
宅
医
療
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
在
宅

生
活
が
行
え
る
の
か
。

手
塚
福
祉
事
務
所
長　

住
み

な
れ
た
地
域
で
最
期
ま
で
暮

ら
せ
る
よ
う
、
在
宅
時
の
療

養
支
援
や
急
変
時
の
対
応
や

み
と
り
の
体
制
を
推
進
し
、

24
時
間
体
制
で
医
師
や
看
護

師
、訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
、

多
く
の
職
種
の
方
と
連
携
し

て
安
全
で
安
心
な
在
宅
生
活

を
目
指
し
て
行
く
。

議
員　

在
宅
で
は
「
か
か
り

つ
け
医
」
の
普
及
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
欠
か
せ
な
い
。

今
後
の
課
題
と
方
向
性
は
。

市
長　

地
域
社
会
は
家
族
が

単
位
で
あ
る
。
核
家
族
化
が

進
み
多
く
の
問
題
が
あ
る
。

市
民
の
理
解
と
協
力
で
住
み

在
宅
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
推
進
は

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
図
っ
て
い
く

答

議
員　

市
内
に
も
常
勤
講
師

が
活
躍
さ
れ
て
い
る
が
、
働

き
方
に
つ
い
て
現
状
と
今
後

に
向
け
た
考
え
方
は
。

教
育
長　

教
師
の
業
務
量
や

保
護
者
・
地
域
か
ら
の
要
望

が
増
え
た
。ま
た
、部
活
動
が

過
熱
し
て
い
る
。
神
埼
市
は
事

務
の
簡
素
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活

用
等
、
先
進
的
に
働
き
方
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も

検
討
委
員
会
を
開
き
働
き
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。在宅を24時間支える

白石　昌利 議員

野副　 昭 議員

中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

の
創
設

教
員
の
働
き
方
に

つ
い
て
の
考
え
は

議
員　

学
校
に
は
正
規
教
員

と
非
正
規
教
員
が
い
る
。
仕

事
の
内
容
と
身
分
保
障
は
。

家
永
教
育
部
長　

学
級
担
任

や
副
担
任
等
同
じ
業
務
内
容

で
区
別
は
な
い
が
、
事
務
処

理
や
役
職
は
軽
減
さ
れ
て
い

る
。

議
員　

神
埼
市
で
も
、
サ
ッ

カ
ー
の
競
技
人
口
は
増
え
て

い
る
。
し
か
し
、
市
内
中
学
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一般質問

王仁博士顕彰公園全景図

２年後に塗装される百済門

議
員　

平
成
30
年
度
神
埼
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
で
、
王
仁
博
士
顕
彰
公

園
開
園
セ
レ
モ
ニ
ー
事
業

に
、
一
般
財
源
（
市
民
の
税

金
）
で
、
１
０
，
１
６
３
千

円
の
経
費
は
あ
ま
り
に
も
高

す
ぎ
る
し
、
た
っ
た
一
日
の

式
典
で
な
く
、
せ

め
て
二
日
間
の
イ

ベ
ン
ト
に
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

山
田
商
工
観
光
課

長　

王
仁
博
士
顕

彰
公
園
開
園
セ
レ

モ
ニ
ー
事
業
は
、

顕
彰
公
園
に
整
備

し
た
千
字
文
碑
に

国
内
外
か
ら
揮
毫

を
い
た
だ
い
た
方

や
関
係
者
を
お
招

王
仁
博
士
顕
彰
公
園
の
セ
レ
モ
ニ
ー
経
費
一
千
万
円
は
も
っ
た
い
な
い

来
賓
約
４
０
０
名
と
千
字
文
の
揮
毫
約
１
，０
０
０
名
の
方
の
経
費
等
で
す

答

て
い
く
機
運
を
高
め
る
。

議
員　
「
神
埼
市
の
百
済
門

建
立
、
歴
史
に
基
づ
か
な
け

れ
ば
王
仁
公
園
の
廃す
た

れ
は
早

い
」
と
ネ
ッ
ト
に
載
っ
て
い

た
が
、現
在
の
白
木
の
門（
百

済
門
）
で
は
魅
力
が
半
減
す

る
の
で
は
な
い
か
。

山
田
商
工
観
光
課
長　

木
材

が
乾
燥
す
る
２
年
後
、
平
成

32
年
3
月
以
降
に
塗
装
。
神

埼
市
と
王
仁
博
士
の
出
会
い

を
説
明
し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

議
員　

王
仁
博
士
顕
彰
公
園

整
備
に
つ
い
て
は
、
数
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
場
所

を
知
ら
な
い
、
初
め
て
多
額

の
費
用
を
要
し
て
工
事
が
さ

れ
て
い
る
と
知
っ
た
。

　

王
仁
博
士
顕
彰
公
園
整
備

事
業
に
多
額
の
事
業
費
を
投

資
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
見

合
う
対
策
・
対
応
に
つ
い
て

市
は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

事
業

費
は
、
土
地
購
入
費
、
設

計
、
測
量
業
務
な
ど
の
委
託

料
、
工
事
請
負
費
な
ど
合
わ

せ
て
、約
3.7
億
円（
霊
岩
郡
へ

の
返
礼
は
除
く
）。
投
資
効

果
は
、
市
民
の
方
に
王
仁
博

士
の
功
績
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
共
感
し
て
頂
き
、
王

仁
博
士
顕
彰
活
動
を
推
進
し

ど
う
す
る「
王
仁
博
士
顕
彰
公
園
」

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
有
効
活
用
し
、情
報
発
信
に
取
り
組
む

答

を
有
効
活
用
し
、
情
報
発
信

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

き
し
て
、
当
公
園
の
開
園
を

祝
う
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
す

る
も
の
で
あ
り
、
当
公
園
の

開
園
を
国
内
外
に
発
信
し
、

韓
国
な
ど
、
海
外
か
ら
の
誘

客
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

開
催
日
程
は
、
８
月
５
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
来
賓

４
０
０
名
を
想
定
し
た
受
け

入
れ
経
費
、
千
字
文
の
揮
毫

を
い
た
だ
い
た
約
１
，
０
０

０
名
の
方
へ
の
記
念
品
な
ど
、

開
園
式
に
係
る
経
費
を
お
願

中野　均 議員

野口　英樹 議員

野
球
場
、
陸
上

競
技
場
整
備

千
代
田
町
西
部
地
区
の

公
園
整
備
に
つ
い
て

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

開
園
の
日
数
は
、
式
典
の

一
日
間
の
み
の
開
催
と
し

て
、
盛
大
に
行
い
、
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を

や
っ
て
情
報
発
信
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

市
長
の
公
約
の
野
球

場
、
陸
上
競
技
場
整
備
に
つ

い
て
は
、
今
後
４
年
間
で
方

向
性
を
出
し
て
も
ら
い
た

い
。

市
長　

野
球
場
を
つ
く
り
た

い
と
い
う
こ
と
は
、
一
期
目

か
ら
ず
っ
と
掲
げ
て
き
た
。

観
覧
席
は
別
に
し
て
も
、
甲

子
園
く
ら
い
の
面
積
の
野
球

場
を
つ
く
っ
て
み
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

財
政
の
見
通
し
を
立
て
な

が
ら
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

議
員　

千
代
田
町
西
部
地
区

は
、
市
内
の
他
の
地
区
よ
り

公
園
整
備
さ
れ
て
い
な
い

が
、
近
隣
公
園
・
地
区
公
園

の
整
備
を
。

産
業
建
設
部
長　

神
埼
市
内

に
お
い
て
は
、
新
規
公
園
設

置
の
計
画
は
な
い
。
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原口ひさよ 議員

議
員　

平
成
27
年
９
月
に
発

表
さ
れ
た
「
神
埼
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」
に
基

づ
く
人
口
減
少
へ
の
対
策
の

進
捗
状
況
は
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

平
成

18
年
か
ら
現
在
ま
で
に
約
２

「
神
埼
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く
市
の
対
策
に
つ
い
て

補
助
金
や
各
種
助
成
制
度
の
充
実

答

０
０
０
人
の
人
口
減
と
な
っ

て
い
る
が
効
果
的
な
施
策
を

幅
広
く「
神
埼
市
総
合
戦
略
」

に
盛
り
込
み
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
の
対
策
と
し

て
定
住
者
促
進
住
宅
取
得
補

助
金
制
度
や
子
ど
も
医
療
費

助
成
を
高
校
生
ま
で
広
げ
た
。

議
員　

神
埼
市
の
現
況
を
踏

ま
え
た
人
口
減
少
へ
の
さ
ら

な
る
対
策
と
し
て
、
①
社
会

減
へ
の
対
策
②
自
然
減
へ
の

対
策
は
い
か
に
。

総
務
企
画
部
長　

社
会
減
対

策
と
し
て
、
定
住
・
移
住
を

目
的
と
し
た
住
宅
取
得
補
助

金
制
度
の
創
設
・
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
拡
充
と
し
て
、
空

き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度

や
空
き
家
改
修
助
成
事
業
補

助
金
交
付
制
度
及
び
県
内
大

学
と
の
協
働
に
よ
る
地
元
定

着
を
図
る
就
職
率
ア
ッ
プ
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

安
心
し
て
出
産
、
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
に
切
れ
目
の
な

い
支
援
が
充
実
し
た
社
会
を

目
指
し
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員　

人
口
減
少
は
、
神
埼

市
だ
け
で
は
な
く
日
本
全
体

の
問
題
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
効
果
的
で
他
の
地
域
の

手
本
と
な
る
神
埼
市
と
し
て

の
計
画
は
あ
る
の
か
。

宮
地
企
画
課
長　

第
２
次
総

合
計
画
に
基
づ
き
、
実
施
計

画
を
作
成
中
で
あ
り
、
総
合

戦
略
の
目
標
値
を
達
成
で
き

る
よ
う
計
画
策
定
し
て
い
き

ま
す
。

と
い
う
こ
と
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
運
転
免

許
証
返
納
後
の
支
援
策
と
し

て
、
神
埼
市
の
状
況
に
合
っ

た
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を
検

討
で
き
な
い
も
の
か
。

市
長　

運
転
免
許
証
を
持
っ

て
い
な
い
方
、
事
前
に
免
許

証
を
返
納
さ
れ
て
い
る
方
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が

出
て
く
る
た
め
、
住
民
の
方

の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
調
査
・

検
討
し
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
日
常
生
活
の
中
で
移
動

手
段
の
確
保
は
深
刻
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
福

祉
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

巡
回
バ
ス
以
外
の
移
動
手
段

を
検
討
で
き
な
い
も
の
か
。

野
中
高
齢
障
が
い
課
長　

巡

回
バ
ス
が
高
齢
者
の
身
近
な

移
動
手
段
と
し
て
利
活
用
で

き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
検
証

を
図
り
な
が
ら
、
そ
の
他
の

移
動
手
段
に
つ
い
て
も
研

究
、
検
討
し
て
い
く
時
期
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

高
齢
者
の
車
に
よ
る

事
故
が
全
国
的
に
多
発
し
て

お
り
、
運
転
免
許
証
の
返
納

タ
ク
シ
ー
券
交
付
の
検
討
を

調
査
・
検
討
し
進
め
て
い
き
た
い

答

議
員　

買
い
物
支
援
事
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
検
討

は
。

手
塚
福
祉
事
務
所
長　

高
齢

者
等
を
中
心
に
買
い
物
弱
者

が
増
え
て
お
り
、
食
料
品
ア

ク
セ
ス
問
題
と
し
て
社
会
的

課
題
と
捉
え
検
討
を
重
ね
て

い
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
で

平
成
30
年
度
、
買
い
物
支
援

事
業
に
着
手
さ
れ
て
お
り
、

後
方
支
援
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

神埼市の将来人口推移

高
齢
者
福
祉
につ

い
て

吉田　守 議員

　神埼市社会福祉協議会で
は、住み慣れた地域でだれ
もが安心して暮らし続けら
れるよう、買物の支援や見
守り活動の充実を図ること
を目的として、買い物支援事
業の推進を行っております。
　つきましては買い物の支
援と見守り活動に協力して
頂ける商店等を募集してお
ります。
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議
員　

竹
原
地
区
に
お
け
る

三
本
松
川
の
河
川
改
修
の
経

緯
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
か
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

圃
場

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
従
前

の
蛇
行
し
た
三
本
松
川
で

は
、
道
路
や
水
路
の
配
置
が

竹
原
地
区
に
お
け
る
三
本
松
川
の
改
修
に
つ
い
て

緊
急
性
等
を
考
慮
し
局
部
的
な
改
良
を
検
討
す
る

答

困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
た

め
、
当
時
の
神
埼
土
木
事
務

所
と
中
部
農
林
事
務
所
で
協

議
が
な
さ
れ
、
県
営
の
佐
賀

東
部
圃
場
整
備
事
業
に
取
り

込
ん
で
実
施
さ
れ
た
。

議
員　

河
川
改
修
に
つ
い
て

地
区
説
明
会
が
全
体
を
対
象

と
し
て
開
か
れ
て
い
る
が
、

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

説
明
会
に

つ
い
て
は
、
神
埼
土
地
改
良

区
、
東
部
農
林
事
務
所
、
土

木
事
務
所
、
市
役
所
な
ど
当

時
の
関
係
機
関
へ
の
聞
き
取

り
を
行
い
ま
し
た
が
、
現
時

点
で
、
説
明
会
の
資
料
な
ど

に
つ
い
て
確
認
で
き
て
い
な

い
。

議
員　

説
明
会
の
資
料
が
な

に
も
無
い
と
い
う
事
で
す

が
、
地
区
の
人
達
に
聞
け
ば

事
業
に
あ
わ
せ
て
家
を
引
い

て
建
て
た
方
や
測
量
も
さ
れ

棒
ぐ
い
も
打
た
れ
、
田
の
面

積
が
減
る
な
ど
の
説
明
が
な

さ
れ
た
と
の
事
で
、
具
体
的

な
説
明
が
行
わ
れ
た
と
思
う

が
、
何
故
今
だ
に
改
修
が
な

さ
れ
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長　

改
修
に
つ

い
て
は
、
県
の
河
川
整
備
計

画
で
策
定
さ
れ
て
い
る
が
地

区
内
の
改
修
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
緊
急
性
等
を

考
慮
し
て
局
部
的
な
改
修
を

検
討
す
る
。

議
員　

現
在
、
閉
館
し
て
い

る
こ
の
施
設
に
つ
い
て
、
私

は
契
約
当
初
、
経
営
が
立
ち

行
か
な
く
な
っ
た
ら
、
と
言

閉
館
し
て
、２
年
が
経
過
し
た
旧
年
金
セ
ン
タ
ー
の
対
応
は

引
き
続
き
、観
光
ホ
テ
ル
と
し
て
営
業
再
開
し
て
欲
し
い

答

う
事
で
建
物
を
神
埼
市
の
所

有
と
し
て
賃
貸
す
べ
き
と
提

言
し
て
い
た
。
土
地
代
金
や

固
定
資
産
税
、
法
人
市
民
税

の
滞
納
が
発
生
し
て
い
る

が
、
今
後
、
市
と
し
て
ど
の

様
な
対
応
を
考
え
る
の
か
。

市
長　

今
、
確
か
に
閉
鎖
を

さ
れ
て
い
る
。
契
約
解
除
等
、

法
的
に
処
理
を
や
れ
る
の
か

弁
護
士
等
の
意
見
も
聞
き
対

応
し
て
い
き
た
い
。
市
と
し

て
は
宿
泊
施
設
は
ど
う
し
て

も
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

旧
年
金
セ
ン
タ
ー
の

現
状
に
つ
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
助
成
に
つ
い
て

王
仁
博
士
顕
彰

公
園
に
つ
い
て

宮島　清 議員

佐藤　知美 議員

そ
の
他
の
質
問

・
生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

　

営業閉鎖して２年になる旧年金センターかんざき

河川改修が待たれる三本松川（竹原地区内）

議
員　

近
年
、事
故
・
事
件
の

捜
査
に
カ
メ
ラ
で
の
検
証
が

効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
市
は

安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り
を

標
榜
す
る
が
、
犯
罪
や
事
件

の
予
防
策
と
し
て
ど
う
捉
え

て
い
る
か
、
地
区
や
街
中
で

の
設
置
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

カ
メ

ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
事
で

犯
罪
が
起
き
難
い
環
境
や
予

防
に
も
効
果
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
現
在
市
で
は
設
置
の

補
助
は
な
い
が
、
防
犯
協
会
で

は
検
討
し
た
い
と
の
事
で
す
。

議
員　

市
民
へ
の
認
知
、
市

民
の
興
味
・
関
心
が
無
い
。

こ
の
公
園
の
今
後
の
利
活
用

を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

韓
国
・

県
と
連
携
し
て
公
園
を
核
に

観
光
振
興
を
推
進
す
る
。
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106

る
額
で
あ
り
、
残
り
40
億
が

純
粋
な
市
の
負
担
額
と
な
り

ま
す
。
基
金
が
41
億
で
あ
り

数
字
的
に
は
償
還
金
よ
り
貯

金
が
上
回
っ
た
た
め
、
す
べ

て
を
償
還
す
る
事
が
可
能
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

大
型
事
業
に
伴
う
起

債
、
償
還
の
今
後
の
財
政
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
。

財
政
課
長　

今
迄
の
合
併
特

例
債
事
業
は
10
年
で
償
還
し

て
い
る
が
、
新
庁
舎
関
連
事

業
に
つ
い
て
は
、
一
般
事
業

議
員　

大
型
事
業
に
対
す
る

予
算
案
は
、
議
会
の
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
我
々
議
員
は

理
解
し
て
い
る
と
認
識
す
る

が
、
一
般
市
民
の
理
解
、
周

知
と
い
う
点
で
十
分
な
措
置

が
取
ら
れ
得
ず
し
て「
無
駄
」

と
い
う
批
判
が
生
じ
た
と
思

う
。
財
政
状
況
は
。

平
山
財
政
課
長　

合
併
当
初
、

各
種
財
政
指
数
は
軒
な
み
県

内
最
下
位
、
基
金
３
億
、
市

債
１
７
６
億
で
あ
っ
た
。
人

件
費
、
物
件
費
の
削
減
や
、

政
府
資
金
又
市
中
銀
資
金
の

繰
上
償
還
等
の
財
政
措
置

に
よ
り
指
数
は
６
～
８
位

に
、
基
金
41
億
、
市
債
１
４

６
億
と
な
っ
て
い
ま
す
。
但

し
１
４
６
億
の
内
１
０
６
億

は
普
通
交
付
税
で
措
置
さ
れ

超
大
型
事
業
費
投
入
の
確
た
る
裏
付
を
確
認
し
た
い

財
政
状
況
改
善
が
見
ら
れ
時
節
到
来
と
判
断
し
た

答

計
画
に
も
シ
ワ
寄
せ
が
来
な

い
様
、
元
利
償
還
の
期
間
を

20
年
と
し
、
来
年
度
の
負
担

軽
減
を
図
る
。

議
員　

行
政
経
費
節
減
、
業

務
改
善
の
為
の
サ
マ
ー
レ

ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
、
市
長
に

は
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
逆
に

部
課
長
に
は
各
々
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
高
め
て
挑
戦
し
て

欲
し
い
と
思
う
。

市
長　

職
員
の
意
気
込
み
を

感
じ
た
ら
激
励
し
て
や
っ
て

頂
き
た
い
。

「神埼の偉人とその偉業展」が開催されてい
る旧古賀銀行神埼支店

議
員　

門
前
広
場
は
、
神
埼

中
心
市
街
地
の
歴
史
、
文
化

遺
産
を
活
か
し
人
々
に
ふ
れ

あ
い
と
憩
い
の
場
を
提
供

し
、
及
び
観
光
交
流
と
地
域

の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
拠
点

施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
、
今

年
１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

が
、
今
後
の
利
活
用
と
維
持

管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

ま
ず

は
こ
の
広
場
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
頂
き
、
い
つ
で
も
誰

で
も
気
軽
に
幅
広
い
世
代
に

利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
周
知

を
は
か
り
、
地
域
住
民
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
と
協

議
を
重
ね
連
携
を
図
り
な
が

ら
活
性
化
を
図
り
た
い
。
維

持
管
理
に
つ
い
て
は
、
市
が

中
心
市
街
地
の
整
備
・
活
性
化
に
つ
い
て

中
心
市
街
地
拠
点
整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
て
い
る

答

直
接
民
間
に
委
託
す
る
か
、

指
定
管
理
制
に
す
る
の
か
最

善
の
方
法
を
選
択
し
て
い
き

た
い
。

議
員　

次
に
旧
古
賀
銀
行
神

埼
支
店
は
昨
年
末
に
耐
震
、

復
元
工
事
が
終
わ
り
現
在

「
神
埼
の
偉
人
と
そ
の
偉
業

展
」
が
今
年
12
月
22
日
ま
で

開
催
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
そ

の
後
の
利
活
用
と
維
持
管
理

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

家
永
教
育
部
長　

旧
古
賀
銀

行
神
埼
支
店
は
、
平
成
13
年

神
埼
宿
の
観
光
拠
点
と
し
て

ま
た
委
託
や
指
定
管
理
を
含

め
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
歴

史
や
観
光
の
発
信
を
行
っ
て

い
く
形
態
を
考
え
て
い
る
。

田原　和幸 議員

木原　憲治 議員

そ
の
他
の
質
問

・
土
井
の
上
橋
の
架
け
替
え

整
備
工
事

・
市
道
一
丁
目
南
線
の
整
備

に
つ
い
て

・
神
埼
駅
周
辺
の
駐
輪
場
整

備
に
つ
い
て

に
国
の
登

録
有
形
文

化
財
建
造

物
に
指
定

さ
れ
、
平

成
22
年
に

は
県
の
22

世
紀
に
残

す
佐
賀
県

遺
産
に
認

定
さ
れ
、

利
活
用
に

つ
い
て
は

長
崎
街
道

※合併特例債、過疎債は返済
　額の 70％が交付される。
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議
員　

４
月
の
市
長
選
・
市

議
選
挙
の
中
で
、
市
長
は

「
小
・
中
学
生
の
給
食
費
全

額
助
成
へ
の
取
組
み
」
を
選

挙
公
約
に
さ
れ
て
い
た
。
私

も
こ
の
給
食
費
助
成
に
つ
い

て
は
、
合
併
以
来
一
貫
し
て

取
り
上
げ
て
き
た
。
今
日
、

給
食
無
料
化
は
全
国
的
な
流

れ
に
な
っ
て
い
る
。

　

市
長
は
、
自
ら
の
公
約
実

現
に
向
け
ど
う
い
う
計
画
で

実
現
し
て
い
く
の
か
。
見
解

を
求
め
る
。

市
長　

無
料
化
制
度
は
永
久

的
な
も
の
な
の
で
、
市
全
体

の
財
政
、歳
入
歳
出
を
考
え
、

財
政
当
局
、
市
職
員
全
員
の

知
恵
を
出
し
な
が
ら
段
階
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

給
食
費
無
料
化
実
現
に
向
け
て

段
階
的
に
進
め
て
い
き
た
い

答

議
員　

市
民
か
ら
は
ム
ダ
な

公
共
事
業
と
の
批
判
の
声
も

上
が
っ
て
い
る
が
、
神
埼
市

が
な
ぜ
韓
国
の
古
代
「
百
済

国
」の
知
識
人
王
仁
博
士（
漢

字
を
日
本
に
初
め
て
伝
え
た

と
古
事
記
・
日
本
書
紀
に
見

え
る
）
を
顕
彰
す
る
の
か
、

そ
の
意
義
を
市
民
に
深
め
る

必
要
が
あ
る
。

　

今
、
国
際
平
和
の
た
め
に

は
、
地
域
か
ら
の
市
民
同
士

の
国
際
交
流
を
通
し
て
相
互

理
解
必
要
で
あ
る
。
そ
の
拠

点
と
位
置
付
け
る
べ
き
で
あ

る
。

市
長　

国
際
交
流
を
通
し
、

地
域
の
文
化
、
経
済
の
活
性

化
、
発
展
に
繋
が
る
国
際
交

流
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ

け
、展
開
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員　

公
役
と
市
民
協
働
に

つ
い
て
、
市
か
ら
の
補
助
金

に
つ
い
て
使
途
の
縛
り
が
あ

り
ま
す
か
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

補
助

対
象
は
、
市
道
、
準
用
河
川
、

都
市
下
水
路
、法
定
外
水
路
、

里
道
の
整
備
に
要
す
る
費
用

の
一
部
の
上
限
50
万
円
と
し

て
お
り
、
人
件
費
や
食
料
費

な
ど
は
補
助
対
象
外
と
な
っ

て
い
ま
す
。

議
員　

公
役
と
市
民
協
働
に

つ
い
て
、
や
り
方
に
規
制
は

あ
る
の
か
。

深
堀
市
民
福
祉
部
長　

昨
年

度
、
残
土
処
分
場
に
樹
木

等
が
大
量
に
持
ち
こ
ま
れ
、

２
ヶ
月
ほ
ど
閉
鎖
し
た
経
過

が
あ
り
、
そ
こ
で
、
庁
内
で

協
議
し
、
原
則
４
ト
ン
を
上

集
落
内
の
水
の
流
れ
、防
火
用
水
の
確
保
を
含
め
て

笹
原
地
区
に
、消
火
栓
を
設
置
し
て
お
り
ま
す

答

は
、
皆
さ
ん
で
協
力
し
て
、

暮
ら
し
を
守
っ
て
支
え
合
っ

て
い
く
、そ
う
い
う
こ
と
が
、

血
肉
を
も
っ
て
、
汗
を
流
し

て
わ
か
る
の
が
、こ
の
公
役
。

こ
の
公
役
が
う
ま
く
行
く
方

策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

市
長　

積
極
的
な
参
画
に
対

す
る
配
慮
、
思
い
を
醸
成
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
や
り
た

い
。

限
と
し
た
。
ま
た
、
地
区
の

搬
入
の
日
が
重
な
る
場
合
が

あ
り
、
日
の
隈
の
残
土
処
分

場
の
搬
入
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕

が
な
い
時
は
、
搬
入
の
日
の

変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

ご
ざ
い
ま
す
。

議
員　

今
、
犬
の
目
地
区
に

住
ん
で
い
ま
す
。
一
番
多
く

の
地
区
の
人
と
出
会
う
の

は
、
こ
の
公
役
で
す
。
公
役

笹原の南寄りの堀

王仁博士顕彰公園

宮地　明 議員

福田　淸道 議員

王
仁
博
士
顕
彰

公
園
に
つ
い
て
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永年勤続表彰（全国市議会議長会表彰）

　去る５月 30 日、地方自治の振興と市民福祉の増進など、市政発展に寄

与した功績に対して、全国市議会議長会から「議員在職 15 年」の勤続表

彰が授与され、その伝達式を６月８日議場で行いました。

議員在職15年

永沼　彰 議員

（町議在職期間を加算）

４月18日 防衛省全国情報施設協議会役員会（北海
道当別町）

４月23日 全員協議会
４月26日　第93回九州市議会議長会定期総会（佐賀市）
４月26日～ 27日
 平成30年４月第２回神埼市議会臨時会
４月26日 全員協議会
 総務常任委員会
 文教厚生常任委員会
 産業建設常任委員会
 議会運営委員会
 議会広報編集特別委員会
４月27日 全員協議会
 議会運営委員会
５月9日 全員協議会
５月15日～ 17日
 佐賀県市議会議長会 視察研修（大阪府

堺市、和歌山県和歌山市、田辺市）
５月17日 富山県滑川市議会より行政視察
５月18日 栃木県大田原市議会より行政視察
５月23日 佐賀県多久市議会より行政視察
 議会運営委員会

５月29日 九州市議会議長会第２回理事会（東京都）
 臨時佐賀県市議会議長会（東京都）
 総務常任委員会
５月30日 全国市議会議長会第94回定期総会（東京都）
 産業建設常任委員会
５月31日 文教厚生常任委員会
６月５日 議会運営委員会
６月８日～６月26日
 平成30年６月第３回神埼市議会定例会
６月８日 全員協議会
６月13日 議会広報編集特別委員会
６月18日 予算特別委員会
 議会改革検討特別委員会
 神埼市まちづくり特別委員会
６月19日 平成30年度予算特別委員会
６月20日 総務常任委員会
 文教厚生常任委員会
６月21日 産業建設常任委員会
６月22日 議会運営委員会
６月26日 議会運営委員会
 全員協議会

《議会の動き》（Ｈ30年４月～６月）
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編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

松
本　

軍
二

副
委
員
長　

野
口　

英
樹

委
　
　
員　

宮
地　
　

明

委
　
員　

吉
田　
　

守

委
　
員　

服
巻　

玉
美

委
　
員　

山
本　

千
佳

　
　

今
年
４
月
の
選
挙
に
よ
り
、「
議
会

だ
よ
り
」
編
集
委
員
も
一
新
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
然
災
害
が
報
じ
ら
れ
る
と
、
人
間
の

無
力
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
近
年
の

集
中
豪
雨
は
、
土
砂
災
害
を
引
き
起
こ
し
、

生
命
・
財
産
を
奪
う
こ
と
も
多
く
、
災
害

は
自
然
現
象
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
を
な
く

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
普
段
か
ら
の

備
え
と
被
害
が
出
た
場
合
の
迅
速
な
対
応

が
不
可
欠
で
す
。

　
「
安
心
、
安
全
な
ま
ち
」
を
造
っ
て
行

く
た
め
議
会
と
し
て
も
、
一
層
尽
力
し
て

い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
も
、
市
議
会
の
取
り

組
み
や
、
活
動
な
ど
よ
り
判
り
易
い
情
報

発
信
に
心
が
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

�

（
記　

松
本　

軍
二
）

一
列
目

　

永
沼　
　

彰

　

佐
藤　

知
美

　

簑
原　
　

忍

　

山
口　

義
文

　

江　
　

護

　

福
田　

淸
道

三
列
目

　

山
本　

千
佳

　

吉
田　
　

守

　

宮
地　
　

明

　

宮
島　
　

清

　

中
野　
　

均

　

西
原　

正
剛

　

服
巻　

玉
美

二
列
目

　

野
口　

英
樹

　

白
石　

昌
利

　

田
原　

和
幸

　

松
本　

軍
二

　

木
原　

憲
治

　

原
口
ひ
さ
よ

　

野
副　

昭


